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荷重、最高水準の生産性、高精度のカム輪郭形状を 
実現。
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取引先の皆様

Hatebur Netshape マガジンを 新しいスタイルで 
ご紹介することができ、大変嬉しく存じます。ガルラーテ 
とライナッハの両拠点では、グループとしてさらなる成
果を上げるために多くの共同作業が行われています。
日々の課題を解決することにより、お互いの考えや 
価値観を尊重し、グループ全体を成長させる作業です。
これは昨年の日本における展示会から立ち上げた新し
いブランドプロファイルやコーポレートイメージに表れ
ており、次々と展開してより強固なものになっています。
私たちは HATEBUR というグループとしての概念を 
内外に知らしめ、1 歩ずつこれを実現しています。これ 
らのメッセージは Wire 2018 においても紹介されてい
ます。

また Hatebur は、トランスファーシステムやリニアイ
ンフィードに搭載した新タイプのサーボモジュールの
他に、高い生産性を誇る Carlo Salvi CS 001 ならび
にサービス & サポートおよび金型 & プロセスに関す
る重要なテーマも提示しました。この展示会の印象に
ついていくつかご紹介します。

この Netshape でお知らせしたいテーマの一つに
Hatebur の新型 AMP 20 N によるカム製造がありま
す。これについては、この成長市場からのたいへん興
味深い情報をご紹介します。カスタマーストーリーで
は、Hatebur のイタリアのお客様である Agrati 社に
ついてご紹介します。Agrati 社はイタリア・ロンバル
ディア州ドルツァーゴに拠点を置く会社で、Hatebur
のマシンを 3 台（そのうちの 2 台は AMP 30 S）を
所有し、自動車産業向けの複雑な形状の部品を製造
しています。ガルラーテから初の従業員インタビュー
記事もあり、それについても喜ばしく思っています。

興味深い記事が満載の新しい Netshape を存分に 
楽しんでいただけましたら幸いです。

トーマス・クリストフェル（CEO）

CEOのご挨拶
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最新情報
Hatebur の世界から  �

プロセス&金型開発ビジネス
ユニットの新しい責任者

氏名：パトリック・シュテメリン  
職位：プロセス&金型開発ビジネスユニットの
新しい責任者 
Hatebur における就任：1989 年 3 月 1 日より

パトリック・シュテメリンを Hatebur の
プロセス&金型開発ビジネスユニットの
新しい責任者および経営陣のメンバー
としてご紹介できることをうれしく思い 
ます。シュテメリンは 2018 年 1 月 1 日
よりアンドレアス・マットの任務を引き
継ぎました。今後、マットは戦略的プロ
ジェクトの責任者として開発プロジェク
トに専念します。

アンドレアス・マットの素晴らしい仕事
に心から感謝するとともに、Hatebur の 
戦略的プロジェクトの責任者としてこれ
からもより一層の活躍と成果を期待して
います。

パトリック・シュテメリンは 1989 年に
Hatebur に入社して以来、冷間フォー
マーの金型の金型設計に携わり、1992
年 4 月にグループ責任者に昇格してか
らは、« 冷間・熱間成形金型の開発と設
計 » グループの責任を担ってきました。
その後同年 7 月 1 日までに、« 金型 & 
プロセス » 部の金型設計部門、熱処理
部門を含む金型製作部門、および開発
センターの責任者へと昇進が続きまし
た。そしてさらに 5 年後、« プロセス &
金型開発 » 部を担うようになりました。
これからますます彼の多大なるノウハウ
を Hatebur で活かし、多くの成果を上
げ、素晴らしい活躍をしてほしいと願っ
ています。

Hatebur Umformmaschinen 
AGが子会社の Hatebur 
Swiss Precision AGを統合

Hatebur Umformmaschinen AG は、
会社の組織構成を刷新しました。2018
年 1 月 1 日発効で、これまで独立した
子会社であった組立工場の Hatebur 
Swiss Precision AG を親会社に統合し
ました。この Hatebur マシン組立工場
の名称は市場からなくなります。

ブルックの組立工場はそのまま存在し、
すべての雇用はそのまま維持されます。
クリスチャン・ブルギンは以降も拠点を
率います。ブルックでは、これまでそう
だったように、これからも Hatebur 用
フォーマーのみの組立てが行われます。
2012 年に設立された約 1,600 m2 のこ
の製造プラントは、これまで HOTmatic  
HM 35 および COLDmatic CM 725 に
至る小型および中型の機械の組立工場
であり、これからもそうあり続けます。

Synergon S.p.A.（イタリア）
との 50年にわたる提携

2017 年 10 月、Hatebur とイタリア・
ミラノを拠点とする Synergon S.p.A. は
提携 50 周年を祝しました。Synergon
社はすでに 1967 年にはイタリア市場で
Hatebur の代理店を務めていました。
Synergon 社はサンクレメンテ・ファミ
リーが設立した会社です。Hatebur は
長年にわたりルイジ・サンクレメンテ氏
と提携してきました。その後ルイジ氏の
子息であるマウロ・サンクレメンテ氏が
引き継ぎ、両社にとってさらなる成果が
もたらされています。

イタリア 市 場 で は す で に 合 計 38 台
もの 機 械 が 販 売されました。スペア
パ ーツ 市 場 に お いても、Hatebur と
Synergon は協力してお客様にアフター
セールスサービスを提供しています。
Synergon と Hatebur の卓越した協力
関係や長年にわたる代理店が持つ優れ
たノウハウが、Hatebur にとって今後
も重要であるということは確かです。

これからも末永く協力し合い、共に進み
続けられることを願ってやみません。

Andritz Hydro社 – 中型／ 
大型フォーマー用組立工場

2017 年 11 月、Hatebur は Andritz 
Hydro 社と共 に 55 年 間 に わ た る 両
社 の 提 携 関 係を祝しました。この 間
に Andritz Hydro 社で は 何 度 か 社 名
の変更やオーナーの交代が行われまし
た。 会社名は、 創立時は Bell 社、 近
年は VATech-Hydro 社、そして現在は
Andritz Hydro 社となっています。提
携を開始以来、長年にわたり高いモチ
ベーションを持ったチームが Hatebur
の中型および大型フォーマーの組立て
を行っています。2017 年 11 月までに
Andritz Hydro 社 は Hatebur からの
案件において 301 台のマシンを出荷し
ています。

中国におけるHateburの 
10年

Hatebur（Shanghai）Technology 
Co., Ltd. は 2008 年 1 月 11 日に設立さ
れました。ユ・チェンファが統率する下、
この子会社では今日、中国のお客様に
向けた Hatebur 装置の販売とサービス
に従事する従業員 8 名を擁するチーム
が活躍しています。今回の記念につい
ては、すでに 2017 年 9 月に Hatebur 
Metalforming Technology（上海）の 
チームと合同で浙江省寧波市にある
テーマパークへの社員旅行を行い、皆
で祝しました。
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	 本社
	 子会社：9
	 販売拠点：37

のべ 3000 年

以上にわたる 
これまでの全従業員による 

ノウハウの積み重ね 

5000 台

以上の納入実績

	 Carlo Salvi の従業員数：100（ガルラーテ：93、中国：4、米国：2、英国：1）

	 Hatebur の従業員数：196（ライナッハ（スイス）：155、ブルック（スイス）：7、日本：8、ドイツ：1、中国：25)

数字から見る  
Hatebur グループ

（2017 年現在）

88 年

にわたる経験

2 つ

のブランド –  

Hatebur と  
Carlo Salvi

Hatebur グループには 
5 つの言語地域があり、 
たいへん多くの言語が 
使われています。 
英語地域で従事している 
従業員は少数ですが、 
英語は公用語となっています。

日本語� 7

中国語� 27

英語� 3

イタリア語� 93

ドイツ語� 166

296
世界中の従業員

Hallo!
Grüezi!

Ciao!

Hello!

你好!

もしもし!
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HOTmatic AMP 20 N：
カムを効率的に鍛造

ライナッハ  組立カムシャフトの市場の継続
的な成長により、より多くのカムが必要とされていま
す。エンジンがどんどんコンパクトになるため、エンジ
ン部品に対する要求、特に軽量化へのニーズが高ま
り続けています。そのため、Hateburは HOTmatic 
AMP 20 Nにより、まさにこのニーズに応えるマシン
を開発しました。このマシンは、高い成形荷重、高精
度のカム輪郭形状、最高水準の生産性により、傑出
しています。このことは、ドイツ・プレッテンベルクの 
Seissenschmidt社のプロフェッショナルからもすぐに
認められました。

今年、世界中で約 8,500 万台の乗用車が製造されると
して、その内、内燃エンジン駆動がその 95 ％以上を
占めるとすれば、製造される全車両のうちのおよそ半
分は組立カムシャフトを装備していると予想されます。
そのために必要なカム数は、約 7 億個になります。こ
れらは、熱間フォーマープロセスに特化した部品サプ
ライヤーによって生産されます。そのためのマシンを
供給しているのはほぼ Hatebur のみです。それらの
マシンにより、カムは精密鍛造プロセス « ネットシェ
イプ » で、ほぼ最終輪郭形状まで仕上げられます。こ
れが、研磨などその他多くの製造プロセスによる後加
工および最終加工にかかる手間の簡素化および迅速
化につながります。コンパクトになり続けるエンジンと
軽量構造への高まる要求の過程で、カム製造にはより
大きな課題が増え続けています。まさにこれらの要求
に対応するため、Hatebur は HOTmatic AMP 20 N 
を開発しました。これは、様々なサイズおよび構造の
既存のカムの製造に特に対応する、高性能の極めて
生産性の高い精密鍛造マシンです。

文：ユルゲン・フュルスト、SUXES GmbH
写真：Hatebur / Seissenschmidt GmbH �

Our performance.
Your advantage.

組立カムシャフト用のカムの 

生産には、Hatebur Hotmatic
マシンが最適です。

カム製造専用のマシン
これまで、カムはほとんどの場合、Hatebur のマシ
ン で あ る HOTmatic AMP 20 S ま た は HOTmatic 
AMP 30 S の機種によって製造されています。このこ
とは、これからもほぼ変わらないでしょう。この 3 段
式熱間フォーマーは、毎分 900 kN で直径 38 mm ま
での 200 個の部品の鍛造（AMP 20 S）、または毎分
2500 kN で直径 67 mm までの 140 個の部品の鍛造
を行います（AMP 30 S）。両マシンとも、小型および
中型の鍛造部品の製造と様々な素材の成形における卓
越した汎用性で知られています。しかし、カムを専門
に製造するメーカーにとっては、様々な製品に対応で
きるという汎用性は、最優先される基準ではありませ
ん。そのカムメーカーがマシンをカム専用機として使
用できるだけの生産量を有していればなおさらです。
一方、世界中で必要とされ取り付けられるカムの数は
ここ数年増え続けています。組立カムシャフトを取り付
けるエンジンが増加しているためです。組立カムシャ
フトは、軽量で、フレキシブルで、コストパフォーマ
ンスに優れているため、鋳造または鍛造一体型カム
シャフトと比べて利点があります。ただし、そのため
の鍛造部品には量について以外に、品質に関しても、
様々な新しい要求が出されています。より小さく、よ
りスリムで、より軽量のカムが求められているのです。
そのため Hatebur のプロセス開発部門のエキスパー
トたちは、これまでの 12 mm 厚からわずか 8 mm 厚
のカムの成形プロセスを開発しました。そのカムでは、
1/3 分の軽量化が可能です。
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小型化による著しい高効率化
この開発では同時に OEM のエンジン製造における小
型化を最小部品に至るまで進展させています。昨年の
小型化に伴い、最新の内燃エンジンにおける著しい
高効率化が達成されました。今日の 2 リッター 4 気筒
エンジンは 1994 年時の 4 リッター 8 気筒とほぼ同等
のスペックを備えています（2017 年製 BMW 530i と
1994 製 540i、また は 2017 年 製 MB E250 と 1994
年製 E420 を比較して）。半分の気筒数と半分の排気
量による最新のエンジンが、燃費についてもたった半
分で済むということは、エンジン製造における研究や
努力がいかに意義深いかということを示しています。
そして開発は進展し続けます。
しかしながら、スリムなカムはフォーマーに、より
高い要求を突きつけます。「特に切断品質、成形荷
重、部品搬送において」と、自動車部品サプライヤー 
Seissenschmidt 社のエンジニアリング・ディレクター
であるマティアス・プラウス氏は説明します。ドイツ・
プレッテンベルクを本拠地とする伝統あるこの企業は、
170 年にもわたる鍛造プロセスにおける経験を持ち、
1,000 名を超える従業員を擁し、年間約 5,000 万個
のカムを生産しています。「当社のお客様は、カム 
表面が完全に平行であること、摺動面において最高
水準の精度で摺動すること、表面に亀裂やへこみなど
がまったくないことを期待なさっています」とプラウ
ス氏は強調します。Seissenschmidt 社は、14 台の
Hatebur マシンを有する、Hatebur にとって最大の
顧客企業の 1 つで、パラメーター設定および生産性に 
ついて高まる要求に対して、より適合するマシンを 
ご希望でした。

そのため Hatebur にとって、HOTmatic AMP 20 N 
によって AMP 20 S と AMP 30 S の中間に位置するマ
シンを市場に導入することは十分に根拠のある重要な
ことなのです。このマシンは 1500 kN の成形荷重によ
り、軸受鋼である 100Cr6 を切断重量 1 g あたりに必
要な成形荷重と、期待されている精度で鍛造するため
に、十分なパワーを備えています。それに対応してマ
シン本体も適宜強化されており、高い部品生産能力を
実現するために必要な安定性を保証します。このマシ
ンは、3 段工程で、重量 24 ～ 217 g のカットオフから、
毎分最大 200 回のストロークで、最大直径 48 mm 
のカムを製造します。その際、約 1200 ° C に加熱され
た最長 6 m のバー材が、サーボモーター駆動の 4 つ 
のインフィードローラーにより、正確に送られます。
その後、切断工程において、20 ～ 45 mm のカット
オフが製造されます。ここは特に HATEBUR のノウ
ハウが効力を発揮するところで、そのノウハウにより、
世界的にも類のないレベルの確実なプロセスと高精
度の切断品質を実現します。開発担当者は、搬送ユ
ニットにも際立つ特長を与えました。「薄い部品の場
合、求められている表面品質をマシンから排出される
まで維持するために、工程間の搬送には特に注意し
て慎重に取り扱うことが必要です」と、Hatebur の
金型 & プロセスビジネスユニットの責任者であるパト
リック・シュテメリンは説明しています。

すでに長年にわたり高い評価を受けている 
Hateburマシン
Seissenschmidt 社では 50 年以上も Hatebur のマ
シンが使用されています。そこで製造されたカムの 
約 80 ％は、出荷前にサンドブラスト処理、熱処理が
行われます。その後、さらにお客様先でそれらに最終
加工を行い、カムシャフトに組み込みます。1 年間に
製造される鍛造カムのうち、残りの約 20 ％に対して
は、Seissenschmidt 社がこの仕上げ加工を自社で
行っています。その場合、組立て済みとなってお客様
に納品される前に、さらに旋盤加工と研磨の作業工程
が加わります。

Our performance.
Your advantage.

より高い表面品質、卓越した 

耐摩耗性、高精度のより薄い 

カム形状 – AMP 20 N による 

製造の成果です。



09

プラウス氏は Hatebur のマシンをたいへん評価して
います。「精度、信頼性、堅牢性に関して、Hatebur 
のマシンは何光年も先を行くくらい優れています。特
に、プロセス信頼性と高精度で達成されるカムの平行
度と均等な研磨量によるカム輪郭形状は大きなメリッ
トをもたらします。なぜならそれらにより、後加工お
よび最終加工にかかる手間やコストを非常に少なく抑
えることができるからです。」このようにして、新しい
HOTmatic AMP 20 N は公差に関して高まる要求に
応えます。

メーカーとユーザーにおける経験の重要性
1846 年に設立された Seissenschmidt 社は 170 年 
以上にわたる鍛造経験を具体的な形として活かし、 
金型設計と構造に関してはかりきれない価値をもつ 
偉大なノウハウを有しています。シミュレーションとの
組み合わせによって製造された金型が、Hatebur マシ
ンとの組み合わせにより、高い生産性を可能にします。 
プラウス氏は、「もちろん私たちも常に、自動車産業
において高まる価格圧力の影響を受けています。しか
し、コストを低く抑えながら生産性を高く維持するこ
とはあきらめられるものではありません」と語ります。 
ドイツ・プレッテンベルクに拠点を置く部品サプライ
ヤーである Seissenschmidt 社は、2015 年以降カナ
ダの自動車部品サプライヤー Linamar 社の傘下に属
しており、金型製造の専門的能力と同様に、製造プロ
セスにおける多大な経験も、Seissenschmidt 社の強
みとなっています。これらのことが、継続的な向上とよ
り強い競争力につながっているのです。「そのために、
Hatebur は信頼性の高いマシンによって貢献します」
と、Hatebur のマーケティング & 販売部門責任者で
あるラインハルド・ビューレルは強調します。それは、
新しい HOTmatic AMP 20 N により、また成し遂げ
られるでしょう。
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文：Hatebur
写真：Agrati Group �

会社：Agrati Group（イタリア）
拠点：ヴェドゥッジョ・コン・ 

コルツァーノ（イタリア）
従業員数：2,700名以上
マシン：新規 AMP 30 S  

工場数：12  
1 日あたりの生産部品数： 

3,100万個  
専用マシン：1,000台以上  
物流センター：5  
敷地面積：300,000 m2

モンツァ・エ・ 
ブリアンツァ県

Agrati Group（イタリア）– 
新規 AMP 30 S による 
製品ラインナップの拡大

イタリア  イタリアの Agrati社が熱間成形へ
の業務拡大を図り、より複雑な形状の部品を製造する
にあたって、新規の Hatebur AMP 30 Sが貢献しまし
た。来年は約 2200万個の部品を生産することにより、
Agrati社は自動車メーカーにとって重要なイタリアの
サプライヤーとなります。

Agrati 社は 1939 年に小規模の機械製造会社として 
設立されました。そして最初の数年で、業務内容を、
ボルトとピンの製造から、木ねじ、木工用アイテム、ロッ
ドの製造に絞り込んでいきました。今日、Agrati 社 
は先進的なグローバル組織となっています。それは、 
異なる文化をもつ何千人もの人々が同じ価値観を共有
することによって実現しています。

Agrati 社は 5 つの物流センターから世界中に製品を
発送しています。製品の 60.5 % がヨーロッパ（特に 
フランス、ドイツ、イタリア）、 近東、アフリカへ、
32 % が NAFTA 加盟国（特に米国とメキシコ）へ、7.5 %
が中国へ送られます。

企業の多様化により、特に工業セクターおよび電気・
電子産業セクターへの主力製品の供給が可能となっ
ています。Agrati 社は特に商用車アプリケーション
向けに幅広い製品ラインナップを供給しており、その
中には重量車両、土木機械、農機も含まれています。
Agrati Group の売上の 60 ％は自動車メーカーから
のものです。部品は主にイタリアのトロンツァーノ・ 
ヴェルチェッレーゼの拠点と北米の工場で生産されて
います。

Agrati 社は 2017 年に 6 億 5200 万ユーロの年間売
上を達成し、今年は 6 億 6500 万ユーロの売上を見
込んでいます。これらの売上は、12 のプラント（ヨーロッ
パ 7、米国 4、中国 1）による成果です。グループ売上は、
Renault、PSA、VW、FCA、FORD などを 筆 頭 に、
自動車メーカーとそのシステムサプライヤー（ティ
ア 1）によって促進されています。また、Agrati 社が
供給しているシステムサプライヤーには、Brembo、
TRW、Faurecia などがあります。

Agrati 社の経営陣は製品ラインナップの増強を図
るという観点から、複雑な部品を製造することので
きる、信頼がおけて費用対効果の高いマシンを探し
ていました。詳細な要件が検討されていたときに、
Hatebur の HOTmatic AMP 30 S が非常に堅牢なマ
シンで、複雑な熱間成形部品の大量生産も可能である
ことが明らかになったのです。さらに、このマシンで
製造される部品のコストは自動車市場において競争力
のあるものでした。最終的に、スイスから Hatebur 
HOTmatic AMP 30 S を購入することが決定されたの
です。このマシンは、他のマシンでは製造不可能な特
殊な部品に対しても適応することが可能です。現在、
Agrati 社 は Hatebur の HOTmatic AMP 30 S を 
2 台と HOTmatic AMP 20 S を 1 台使用して生産を
行っています。
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約 100 万個になります。また、生産は、2 日ごとに
他の部品に変更されます。AMP 30 S の生産能力は、
生産量のうち個数で 7 ％、重量で 30 ％に達します。

Agrati 社は来年について約 2200 万個の部品の生
産を見込んでいます。このような大量生産を可能に
するために、Agrati 社の 4 名の従業員が Hatebur 
HOTmatic AMP 30 S に関するトレーニングを受けま
した。AMP 30 S は、マシンそのものは複雑ですが、
シンプルで機能的なユーザーインターフェイスを特長
としています。

Agrati 社のお客様は、 新しい Hatebur HOTmatic
に関する情報を得て、拡大された製品ラインナップ
についてとても喜ばれました。スイス・Hatebur か
らこのマシンを購入したことは大成功であり、現在、 
伊 Agrati 社が自動車市場で事業の拡大を図るための
一助となっています。

ドルツァーゴの工場では、その他の金属フォーマーも
稼動しています。ただしそれらのマシンは冷間鍛造用
です。現在、ナットやワッシャーはスイスのマシンで 
ある AMP 30 S によって生産されています。これらの
部品は、自動車産業において、VW、Renault、FCA、
Daimler、BMW などで使用されます。また Agrati 社
はシャシー、パワートレイン、ハブ用のスチール製部
品を製造しています。Agrati 社が Hatebur のマシン
を設置するまでは、それらの部品は製品ラインナップ 
にありませんでした。そのため、熱間成形用に工程を
変更しなければなりませんでした。熱間成形は冷間鍛
造とは明らかに異なるからです。

生産を始めてから数か月後には、Agrati 社の従業員
は複雑な部品形状の鍛造を行う速度と能力を非常に
高く評価するようになっていました。現在、1 日あたり 
約 5 万 個 のワークピ ース が AMP マシンで 生 産さ
れており、これにより 1 か月あたりの部品生産量は 

Agrati 社の経営陣

 チェザーレ・アグラティ（取締役会会長、CEO）

 パオロ・ポッツィ（CEO） 

 ロレンツォ・ザニボーニ（管理部門責任者）

 サブリナ・メドゥーリ（ドルツァーゴ工場長）

 エマヌエーレ・ミスト（ヴェドゥッジョ工場長）

 マリオ・レダエリ（トレッツォ工場長）
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サーボトランスファーシステム – 
イノベーションと実証済みの 
技術による相乗効果

ライナッハ  サーボトランスファーシステムの
新開発に伴い、実証済みの性能を持つ COLDmatic-
シリーズに革新的な駆動システムが加わりました。

文：シュテファン・ライブンドグート&カーステン・ジーバー
写真：Hatebur �

これにより、プロセス安定性の向上と同時に金型交換 
時間の短縮が可能となっています。
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1 	サーボ技術 – 一時的な流行ではない
機械製造において続く変遷の影響を受け、分散型の
駆動システムが導入されるケースが増えています。 
しかしながら、サーボテクノロジーの広範囲にわたる 
使用は必ずしも常にユーザーに付加価値をもたらす 
わけではなく、ソリューションがより複雑なものにな
ることもしばしば。Hatebur は、実証済みのメカニ
ズムと革新的な駆動技術の的確な組み合わせによ
り、最適なソリューションを提示することができます。
COLDmatic シリーズのキネマティクスに関する長所
を維持しながら、サーボ技術の強みによって補強する
ことができます。

ボタン操作による 
素早いタイミング設定

2 	金型交換時間と操作快適性
Hatebur COLDmatic CM 725 で製造できる成形部
品の範囲は非常に広いものです。これらの部品のそれ
ぞれに専用の工程段階があり、そのため、個々のグリッ
パーの開閉タイミングに関する専用の要求事項があり
ます。グリッパータイミングの調整の際、これまでは 
マシンオペレーターはグリッパーロッカーを上昇させ、
マシン内の足場へ移動しなければならなかったのが、

タッチスクリーンのボタンを押すだけでこれを実行で
きるようになりました。これは、特に新規製品開発時
に相当な時間節約になります。最適な開閉タイミング
へのアプローチを、あっという間に行うことができます。
算出された値はその後レシピに保存され、次の製造
時に簡単に呼び出すことができます。
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3 	新しい可能性
その他の新規機構として、各グリッパーごとに保持力
を調整することが可能となっています。最大保持力の
50 ％が内蔵されているバネにより確実に加えられま
す。保持力を高めたい場合には、それぞれのグリッパー
をタッチスクリーンで個別に調整することができます。
その際、モーターがバネの力を超える分の保持力を担
います。搬送のプロセスもより確実になるので、たと
え長尺部品の場合でも、これにより毎分の部品生産能
力を向上させることができます。

グリッパーの保持力はタッチ 
スクリーンでグリッパーごとに 
設定可能

新しい駆動方法は、ブランク搬送モニターにも新しい
可能性をもたらします。サーボモーターのエンコー
ダーにより、制御システムはいつでもグリッパーの位置 
を把握していられます。今、ブランクはグリッパーに
つかまれているか？グリッパーに適切なプリテンション
がかかっているか？搬送中にグリッパーが開かれたか？
これらの問いのすべてに対して、エンコーダーの評価
に基づいた回答を得られます。追加のセンサーなしで、
搬送を確実に監視することができます。

グリッパーは、カットオフなどを落としたり、最終的に
部品を取り除いたりするために、製造中に素早くオー
プンする必要があります。グリッパーの開閉動作は、
同様にサーボモーターによって制御可能です。グリッ
パーを素早く開閉するための追加の駆動システムは 
不要です。全工程数が必要というわけではない場合
には、グリッパーを個別に作動解除することもできま
す。新しい監視デバイスにより、不具合がある場合に
グリッパーを素早くオープンし、衝突を避けることが可
能です。
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4 	ソリューションの詳細
トランスファーユニットの全サーボモーターはフレーム
に固定されます。これには、運動エネルギーを著しく
低減できるという利点があるほか、モーターに取り付
けられている電子コンポーネントを保護する目的もあ
ります。それでもモーターに不具合が生じた場合には、
これをユニット一式で交換することができ、簡単に復
旧させることができます。この作業はオペレーターが
行うことができ、その他の調整は不要です。

稼働中に電源供給が途絶えた場合、トランスファー 
システムとグリッパーユニットの同期は補助電源に
よって確保されます。グリッパーは、マシンが確実に
停止するまで、同期し続けます。ダウンタイムが長時
間に及んでも、グリッパーフィンガーに内蔵されてい
るバネによってブランクは保持されます。それにより、
例えばトランスファーユニットが上昇中でも、ブランク
を安全・確実に取り出すことが可能となります。

停電時にも確実に 
マシンを停止

Hatebur COLDmatic CM 625/CM 725 
サーボトランスファーシステムの利点：

 金型交換時間の短縮

 フレキシブルに調整可能な保持力

 既存のマシンと互換性があるグリッパーユニット

 内蔵されたブランク搬送モニター

 狙い通りにグリッパーをコントロール
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氏名：レナート・グレッピ  
職位：Carlo Salvi S.p.A. 組立工

イタリア  Carlo Salvi S.p.A. 
での職位と職務内容を教えてください。
私は組立工です。

Carlo Salviでの職務内容はずっと同じ
ですか？それとも以前に他の職位に就い
ていたことはありますか？
1994 年に Carlo Salvi に入社して以来、
ずっと組立工として勤めてきました。

バックグラウンド（学校教育／職業教育）
について教えてください。
技 術 系 の 職 業 教 育 を 修 了し、Carlo 
Salvi に来るまで、ずっと機械系分野で
仕事をしてきました。

結婚なさっていますか？お子さんはいらっ
しゃいますか？お子さんがいらっしゃる場
合には何人、そしておいくつですか？
結婚しています。そして、26 才になる
娘がいます。

余暇には何をなさっていますか？ 
何か趣味をお持ちですか？
私 は イ タ リ ア の 災 害 防 護 組 織
«Protezione Civile（ 災 害 防 護 ）» の 
メンバーであり、森林火災に対する活
動において支援を行っています。

国際的な企業で働くことをずっと希望し
ていましたか？
Carlo Salvi で働くことを決めたときに
は、会社の規模や国際性は主な理由で
はありませんでした。

Carlo Salviのマシンが稼動している
国々のいずれかに行けるとしたら、どの
国に行ってみたいですか？
Carlo Salvi に お ける 私 の 仕 事 で は、 
1 年中、数多くの旅をこなしています。
Carlo Salvi のヘッダーについてのサ
ポートを必要としているところへ行くの
です。気に入っている国を挙げるとすれ
ば米国、特にカリフォルニアですね。

Carlo Salviにはいつから働いていま
すか？
1994 年に Carlo Salvi に入社しました。

ガルラーテで働き始める前に、Carlo 
Salviやそのマシンのことを知っていまし
たか？
いいえ、この会社のことは知りませんで
した。他のセクターで働いていたもの
ですから。

インタビュー –  
レナート・グレッピ 
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Carlo Salviのマシンの特色についての
お考えを聞かせてください。
Carlo Salvi のマシンの特色は汎用性に
あると考えています。それは、製造でき
る製品の種類に関わるものです。

仕事のどの部分が気に入っていますか？
最も良い点は？
マシンの機械的な部分の組立てや調整
に関わるすべてです。

毎日の主な業務内容についてお聞かせく
ださい。
私 は 5 名 のメンバーが いるチームの 
責任者であり、彼らの作業をコーディ
ネートすることが日課です。

お客様や代理店とコンタクトをとることは
ありますか？
はい、特に外国にいるときですね。問題 
に介入したり、作業のサポートをするた
めに、お客様と連絡をとりあいます。

シフト作業を行う必要はありますか？
いいえ、Carlo Salvi ではシフト作業は
行われていません。

マシンやあなたの仕事について、ご自身
のアイデアをもたらす機会はありますか？
1 つの仕事から戻ると、通常、技術管理
部に、私が対応した問題について報告
すると共に、改善措置についての提案
も行います。

仕事で何か変えられるとしたら、何を変え 
たいですか？
今のところ、私たちの仕事の状況は順調
なので、何も変えるつもりはありません。

あなたが担当される次のプロジェクト 
あるいは特別な案件は何でしょう？
数年後には定年退職となりますので、
私の経験や知識を若い同僚たちに伝え
ることが、今の私にとっての責務です。

同僚の皆さんはあなたをどのように見て
いらっしゃるでしょう？
権威主義的だが、とても理解がある。

仕事において助けとなっている、あなた
の強みとは何でしょう？
チームワークに優れていることですね。
私たちはチームで作業する必要があり
ます。出張先でもお客様との共同作業
がとても重要なのです。

仕事で成果を上げることができたと思う
のはどのようなときですか？
お客様の工場を訪問するとき、たいてい
の場合、私はお客様がどのような問題を
かかえているかをすでに知っています。
私が関わることによって問題の解決に成
功したときには、私の仕事が成果を上
げたと言うことができるでしょう。もっと
も、お客様が最初に情報を伝えてくれる
のは、私がお客様のところで作業してい
るときということも時々あります。そのよ
うな場合はより難しいのです。
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Our performance.
Your advantage.

Hatebur の革新的なプロセス 
技術とそれに正確に適合する 

最高品質の金型は、最大限の 

成果と経済性をもたらす 

ソリューションを提供します。

金型 & プロセス  �

金型だけでなく…

金型技術サービス
採算のとれる生産を行うために、Hatebur はプロセ
ス最適化とプロセス形成においてサポートを提供して
います。これらは FEM 解析などの最新のプログラム
を使用して行われます。金型に問題がある場合、金型
の適合化を行う場合、他の材質を選択する場合、各種
の金型コーティングを行う場合なども、Hatebur のス
ペシャリストがそれぞれのお客様の特有の要求事項に
対応します。

ライナッハ  設計から製作まで：Hateburは、
金型技術のサポートを行っているだけではありません。
単体部品の製作に始まり、大量生産、初回の事前準備
金型一式に至るまで、金型の供給も行っています。

Hatebur は 金 型を設 計しているだ けで なく、 納 期
厳守で費用対効果に優れた « スイス品質 » の金型を 
世界中に提供しています。金型の加工を行うために、
Hatebur は各種のプロセスを用いています。ここでは、
自社の熱処理部門で行うことが可能な熱処理が、非常
に重要な役割を果たします。Hatebur は多様な標準
部品を倉庫で管理しています。それにより、納期が長
期化するのを避けることができます。これらの標準部品
は、HOTmatic シリーズ用 «HOTmatic インフィード 
および切断工程 » カタログから簡単にご注文いただけ
ます。

文：キム・ヴェーバー
写真：Hatebur �

生産の安全性を向上、 
製造コストを低減

Your  
advantage
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ライナッハ拠点における単体部品の製作
Hatebur は支持部品や複雑な金型も提供しています。
これらはお客様のニーズに正確に対応して « スイス 
品質 » で製作されます。お客様にとってのさらなるメ
リットとして、Hatebur は長年にわたって積み重ねて
きたノウハウにより、明確なプロセスを用いて、様々
なリクエストに対して迅速にスマートに対応するため
の適切な準備ができている、ということが挙げられま
す。このようにして、お客様のところで金型の供給が
不足しているという場合にも柔軟な対応が可能であり、
非常に急ぐ金型部品を « 適時に » 納品することができ
ます。

ライナッハ／上海の拠点における大量生産
生産部品数が非常に多く、金型を大量生産に導入する
ことをご希望ですか？それでしたら、Hatebur のライ
ナッハ拠点ならびに中国・上海にある子会社がふさわ
しいパートナーになります。このチームは、お客様か
らのご要望に合わせて大量生産用金型を製作します。
より簡単でより速い方法として、HOTmatic カタログ
から在庫にある標準金型を購入いただくことも可能で
す。お電話お待ちしております。Tel. +41 61 716 21 11

ライナッハ拠点で事前に初回金型一式を準備
Hatebur による事前準備を利用して、初期段階で価
値のある時間を短縮し、それに伴う費用も節約する 
ことができます。個々の工程が、調整時にかなりの
時間を短縮できるように組み込まれます。理想的なこ
とに、金型の試験は Hatebur マシンオペレーターと
Hatebur 設計担当者から成る周到に準備されたチー
ムにより、自社工場またはお客様先で行われます。 
すなわち、新規部品のトライアルの際のマシンの使用
を著しく減らすことができ、マシンが効果的な生産を
行えるように、より迅速に準備を整えることができます。

お客様のメリットのために、金型とプロセスに関して
も、Hatebur はパートナーとして貢献します。金型を
お探しでしたら、Hatebur にぜひご連絡ください。
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20 サービス & サポート  �

1 	改造前のプレスラム 
 
2 	改造中のプレスラム、フライス加工 

 
3 	改造中のプレスラム、充填プレート装着 

 
4 	改造後のプレスラム、パンチホルダー装着

1
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AMP 50/AMP 70 における
アジャスティングウェッジなし 
プレスラムへの改造

ライナッハ  Hateburのマシンは多くの 
お客様のもとで高い生産性を発揮して使用されていま
す。その間にも、テクノロジーはさらに進化し、改良を
加えられています。さらにお客様にも新しいニーズが生
じます。Hateburはこの点を考慮し、HOTmaticおよ
び COLDmaticマシンのユーザーに対して、それらのマ
シンに最新テクノロジー装備のレトロフィットを提供して
います。

マシンの生産性は企業にとって重要な要素です。そ
の要求は日々高いものとなり、生産性は定期的に向上
し、維持管理コストは削減され続けなければなりませ
ん。そのため Hatebur は常に、生産プロセスで使用
されるマシンに、お客様のニーズと最新テクノロジー
に対応した装備のレトロフィットを行うように努めてい
ます。これには、マシンの生産性を高め、維持管理コ
ストを低減させるという目的があります。装備のレトロ
フィットは、原則としてお客様と Hatebur のサービス
部門間の緊密な共同作業において行われます。

1 例をご紹介しましょう：

プレスラムの改造（ウェッジなし）
Hatebur HOTmatic AMP 50/AMP 70 の す べての
新規マシンは、基本的にアジャスティングウェッジなし
のプレスラムを装備して納品されます。以前には、マ
シンオペレーターが行っていたアジャスティングウェッ
ジを介した金型位置の個別調整により、生産安定性が
失われることが頻繁にありました。

文：マティアス・プリシュル
写真：Hatebur �

アジャスティングウェッジの破損が、突然の停止と 
想定外のダウンタイムを引き起こしていました。さらに
アジャスティングウェッジの後ろの支持面に部分的に 
著しい摩耗が生じ、手間も費用もかかる再加工が繰り
返し必要となっていたのです。

後から追加で行うプレスラムの改造 
（ウェッジなし）により、以下のような 
プラス効果が得られます：

	 1. アジャスティングウェッジの破損が生じなくなる 

	2. アジャスティングウェッジの後ろの支持面に摩耗が 
生じなくなり、そのための再加工も不要になる 

	3. 個々のアジャスティングウェッジの後ろに集中して 
かかっていた高い負荷が、受圧面の拡大により 
低減され、力の分配が著しく改善される 

	4. ユニット全体がより堅牢に、かつ、よりコンパクトに



22

Netshape 
マガジン 1/2018
見本市・展示会・
イベント

2018 年 1 月 25 日～ 30 日

IMTEX 
（国際工作機械・技術展）

開催地：バンガロール（インド） 
出展：�Hatebur Metalforming  

Equipment Ltd.

2018 年 1 月 25 日～ 30 日にインドのバ
ンガロールで IMTEX（国際工作機械・
技術展）が開催されました。IMTEX は
インドで行われる金属加工・成形産業
の展示会で、出展企業は 500 以上、来
場者数は 36,000 名を超える大規模な
ものです。
Hatebur Metalforming Equipment 
Ltd. は 代 理 店 の Chrystec Machine 
Tools Pvt. 社と共 にホール 4 の A 111
にブースを構えました。

2018 年 2 月 7 日～ 8 日

第 33回冷間フォーマー年次 
大会（2018年）

開催地：デュッセルドルフ（ドイツ） 
出展：�Hatebur Metalforming  

Equipment Ltd.

2 月 7 日～ 8 日の 2 日間にわたりデュッ
セルドルフで冷間フォーマーの年次大
会 が 開 催され、この 分 野を代 表 する 
約 300 社が参加しました。いくつもの
興味深い講演があったほか、お客様や
サプライヤー、競合企業と直接、有意
義な対話を行うことができました。中心
テーマは「インダストリー 4.0」と電動
モーターが冷間フォーマーに及ぼす影
響についてでした。
Hatebur は COLDmaticマシンCM 725 
の電動サーボグリッパーについての講
演でこのイベントを締めくくりました。

2018 年 4 月 3 日～ 7 日

SIMTOS 2018 
（ソウル国際工作機械展 2018）

開催地：ソウル（韓国） 
出展：�Hatebur Metalforming  

Equipment Ltd.

韓国で開催されるこのソウル国際製造
ショーが再び地域のハイライトとなりま
した。Hatebur は数年前から代理店の
SQ Tech Corp. と共にこの見本市に出
展しています。イベントは 5 日間にわた
り、韓国国際展示場「KINTEX」（Korea 
International Exhibition Center）で
開催されました。SIMTOS は韓国の金
属加工業界にとってドイツ・ザクセン州
における製造技術を主導する展示会に
相当します。

2018 年 4 月 11 日～ 12 日

Fastener Fair USA 
（ファスナーフェアUSA）

開催地：オハイオ州クリーブランド（米国） 
出展：Carlo Salvi S.p.A.

ファスナー・フェア USA は、アメリカ
の固定具および接続用具産業のサプラ
イチェーン全体にとって唯一の展示会
です。この展示会は、この産業のメー
カー、 小 売 業 者、 サプライヤー、 そ
してエンドユーザーが集う最も重要な 
イベントです。Carlo Salvi は定期的に
このメッセにブース出展しています。

2018 年 4 月 16 日～ 20 日

Tube & Wire 2018 
（チューブ&ワイヤー 2018）

開催地：デュッセルドルフ（ドイツ） 
出展：�Hatebur Metalforming  

Equipment Ltd.および 
Carlo Salvi S.p.A.

この NetShape マガジンの 
後続のページで Hatebur と 
Carlo Salvi の出展状況をお伝えする 
詳しい報告をご覧いただけます。

世界をめぐる  �
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ライナッハ  ドイツ・デュッセル
ドルフで開催された専門見本市WIRE展に
おいて、Hateburと Carlo Salviが初めて 
共同ブースで登場しました。その際、3つの
ポイントに重点が置かれ、マルチメディア
ベースで紹介されました。その 3つのポイ
ントとは、革新的なマシン、金型&プロセ
ス、サービス&サポートです。

WIRE 展ブースで の見 所 はや はり Carlo 
Salvi の 1 ダイ 2 ブローヘッダー CS 001 で
した。このマシンはライブでデモンストレー
ションを行いました。CS 001 は冷間フォー
マーにおける最高水準の生産性の代名詞で
あり、3 mm 以内のワイヤー切断径の極小
部品に特に適しています。毎分 660 個と
いう卓越した高速生産に、多くの人々が驚
きの表情を見せました。新しい Hatebur 
COLDmatic CM 725 もまた、盛大な注目
を集めました。このハイテク冷間フォーマー
の特長は、2 枚のモニターで最も重要なス
ペックとともに紹介されました。この 7 段
工程のマシンは、長さ 8 mm ～ 125 mm、
最大ワイヤー切断径 20 mm の非常に精密
で複雑な部品用に設計されています。それ
により、COLDmatic CM 725 は自動車産
業のメーカーに理想的に適しているのです。
展示会の来訪者はまず、新設計のサーボ 
モーター駆動のプログラミング可能なトラ
ンスファーシステムに興味を示しました。
このイノベーションにより、Hatebur のエキ
スパートは金型交換時間を著しく短縮でき
たのです。

文：ベルンハルト・ハーゲン（Hagen PR） �

金型 & プロセスのエリアでは、直径 
1.8 m のショーケースが注目を集め
ていました。その中には Hatebur と 
Carlo Salvi のマシンで成形された非常
に精密な部品がディスプレイされてい
たのです。それぞれのお客様特有の要
望に合わせて設計されている、個々の
プロセスと高品質の金型も同様に脚光
を浴びていました。

さらにそのほかにも、多数の来訪者の
方たちに、プレゼンテーションとグラ
フィックによる展示により、Hatebur と 
Carlo Salvi のグローバルなサービスに
ついての正確な情報をひととおり得てい
ただくことができました – 検査、補修、
標準化から、修理、スペアパーツサー
ビス、リモートメンテナンスやトレーニ
ングの提供に至る全体的な概要につい
てです。

広いラウンジエリアは早くから遅くまで
お客様との懇談や商談のために利用さ
れていました。もちろんちょっとしたお
食事なども用意されており、毎日、日替
わりのランチメニューとイタリアのエス
プレッソが Hatebur と Carlo Salvi の 
お客様に振る舞われました。

Together  
as one
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本社

Hatebur Umformmaschinen AG
General Guisan-Strasse 21, 4153 Reinach,  
Switzerland
Tel: +41 61 716 21 11, Fax: +41 61 716 21 31 
info@hatebur.com、www.hatebur.com

拠点

Hatebur-Lumag Services AG
Birchmatte 9, 6265 Roggliswil, Switzerland 
Tel: +41 62 754 02 63, Fax: +41 62 754 02 64
info@lumagag.ch 

Hatebur Umformmaschinen GmbH
Bahnhofstrasse 18, 51674 Wiehl, Germany
Tel: +49 2262 761 65 68, Fax: +49 2262 761 65 69
sales@hatebur.com

Hatebur (Shanghai) Technology Co., Ltd.
Rm B1, 7th F., Juneyao International Plaza
No. 789 Zhaojiabang Rd., Shanghai 200032,  
P. R. China
Tel: +86 21 6417 84 28, Fax: +86 21 6417 84 22
info.cn@hatebur.com

Hatebur Metalforming Technology  
(Shanghai) Co., Ltd.
No. 7 Factory, No. 318 Yuanshan Rd., 
Xinzhuang Industrial Park, Shanghai 201108,  
P. R. China
Tel: +86 21 3388 6802, Fax: +86 21 3388 6827
info.cn@hatebur.com 

ハテバージャパン株式会社

〒101-0032
東京都千代田区岩本町2-15-8 MAS三田ビル6F
Tel: +81 3 5687 0941, Fax: +81 3 5687 0943
info.jp@hatebur.com

Carlo Salvi S.p.A.
Via Tommaso Salvini, 10, 20122 Milano (MI), 
Italy
Tel: +39 02 87 88 97, Fax: +39 02 86 46 17 88 
carlosalvi@carlosalvi.it, www.carlosalvi.com

Carlo Salvi S.p.A.
Via Ponte Rotto, 67, 23852 Garlate (LC), Italy 
Tel: +39 0341 65 46 11, Fax: +39 0341 68 28 69 
carlosalvi@carlosalvi.it 

Carlo Salvi USA Inc.
4035 King Road, Sylvania, OH 43560, USA
Tel: +1 419 843 17 51, Fax: +1 419 843 17 53
sales.usa@carlosalvi.com 

Carlo Salvi UK Ltd.
Unit 4, Cedar Court, Halesfield 17, 
Telford, Shropshire, TF7 4PF, Grossbritannien
Tel: +44 1952 58 77 30, Fax: +44 1952 32 71 80
sales.uk@carlosalvi.com

Carlo Salvi （Guangzhou） 
Machinery and Equipment Co., Ltd.
Room 1404, West Point Center, 
No. 65 Zhongshan Qi Road, 
Liwan District, 510140 Guangzhou City,  
P. R. China
Tel: +86 20 8173 46 72, Fax: +86 20 8123 93 59
gm.china@carlosalvi.com

Hatebur
ブースへ 
お立ち寄り 
ください！

2018 年 9 月 19 日～ 22 日

MetalForm China 2018 
（中国国際金属成形展覧会 2018）

開催地：東莞市（中国広東省）
出展者：Hatebur Metalforming Equipment Ltd.

2018 年 9 月 26 日～ 27 日

Fastener Fair Italy 2018 
（ファスナーフェア イタリア 2018）

開催地：ミラノ（イタリア）
出展者：Carlo Salvi S.p.A

2018 年 10 月 21 日～ 23 日

International Fastener 
Show China 2018 
（中国国際ファスナーショー 2018）

開催地：上海（中国）
出展者：Carlo Salvi S.p.A.

2018 年 11 月 13 日～ 15 日

1st conFAIR 2018

開催地：ベルリン（ドイツ）
出展者：Hatebur Metalforming Equipment Ltd.

2018 年 11 月 21 日～ 24 日

METALEX 2018（国際工作 
機械と金属加工技術展 2018）

開催地：バンコク（タイ）
出展者：Hatebur Metalforming Equipment Ltd.

2018 年 11 月 28 日～ 29 日

Fastener Fair France 2018
（ファスナーフェア フランス 2018）

開催地：パリ（フランス）
出展者：Carlo Salvi S.p.A.

皆様のお越しをお待ちして 
おります。


